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老舗が陥っていた 
高コスト体質からの改善

旭鉄工株式会社はトヨタ自動車
の一次サプライヤーで、長年主
要取引先の要望に応えてエンジ
ンやトランスミッション、サスペン
ション部品などの製造に携わって
きました。一見順調な経営状態が
予想されますが、2013年に同社
に入社した木村氏は、会社の実態
を知るにつけ、その将来に危機感
を抱いたと言います。
「私が入社した頃の旭鉄工は、

収益性が低く、適正な利益が得ら
れない高コスト体質の会社でした。
経営陣の将来に対する展望は希
薄で、従業員は新しいチャレンジ
に消極的でした。主要取引先との
安定したビジネスに固執する従来
通りの経営が、いつの間にか赤
字体質と、変化や改革が苦手な
企業風土を育てていたのです。

将来、人口減少による国内市場の
縮小が確実な中、このままでは
利益が出せなくなるのは明白で
した」（木村氏）

この状況を変革するために木村
氏が挑戦したのが、DXでした。 

「カイゼンの進まない会社には３匹
のサルがいる」と考える木村氏は

「見ザル」（問題が見えていない）、
「言わザル」（情報やノウハウが共有
されていない）、経営でICT/IoTを
活用できていない「使わザル」の

「３ザル退治」が必要だと言います。

ICT/IoTを起点とする 
DXで「3ザル」を退治

「『見ザル退治』は、ICT/IoTで
数値を“見える化”するだけでなく、
その数値（問題）に基づいたアク
ションが重要になります。例えば

多くの製造ラインは頻繁に停止し、
サイクルタイム※の延長が生じて
いますが、多くは見えていないの
で、問題視されることはありませ
ん。停止時間の大きな『ドカ停』と
比べて、『チョコ停』は軽視されが
ちなのです。しかし、製造ライン
を0.01秒単位で計測している弊社
のICT/IoTではサイクルタイムの
遅れやチョコ停が、いかに大きな
損失につながっているかが“見え
る化”されています（図１参照）。そ
うすると損失を減らそう、と自然
になるわけです。例えば、チョコ
停の削減に取り組んだ結果、1日
に1,000個の生産が必要なライン
で、これまで1時間に100個だっ
た生産数を125個に伸ばすことが
できたとしましょう。わずか25個
の増産に過ぎないように見えます

生産性向上、CO2削減まで成功した
製造会社のDX戦略
旭鉄工株式会社

旭鉄工株式会社は、創業より80年以上の歴史を持つ自動車部品の製造会社です。同社は近年、ICT/IoTを活用したDXに
積極的に取り組み、生産性向上や効率化を達成、大幅な収益改善を実現しました。自らDX戦略の先頭に立って現場をリー
ドする代表取締役社長の木村 哲也氏に、同社の取り組みのポイントや、DXの推進に必要な考え方をうかがいました。

弊社は正味電力（現在使用してい
る電力）、停止電力（設備がトラブ
ルなどで停まっているが通電はし
ている）、待機電力（夜中など、稼
働していないのに通電している）
の3パターンで“見える化”しました

（図２参照）。これにより、停止電
力や待機電力などの無駄な電力
が一目瞭然となり、待機電力の電
源をカットするなどの改善を行っ
た結果、電気使用量26％の削減と、
年間で約1.5億円のコストダウン
を実現できました」（木村氏）

さらに現在、同社では「Chat 
GPT」を活用した、より効率的な
DXの実践にも取り組んでいます。
これまでに蓄積された改善例を

「Chat GPT」に読み込ませ、「電
力削減の事例を教えて」「切削加
工機の製造時間を短縮したい」な
どの質問に対して必要なノウハウ
を抽出し、回答してくれる「カイゼ
ンGAI」を開発しました。これに
より、同社が所有する膨大な量の
事例データから、必要な情報を
迅速に取得することができます。
「また、ICT/IoTで収集したデー

タから問題点を教えてくれる『AI
製造部長』も稼働中で、毎朝決まっ
た時刻に前日のデータ状況をラ
インごとに報告してくれています。
例えば、『S-01ラインの〇月〇日
の稼働時間は目標が15.5時間で、
実績が12.1時間』『出来高率が目
標の96％に対し実績は85％』と
いった内容のもので、これまで人

間が行っていたライン状況の確
認時間が大幅に削減されました」

（木村氏）
このようなＤＸ推進における重

要ポイントとして、木村氏は「DX
に挑戦する風土づくり」を挙げま
す。例えば、同社は“見える化”さ
れた問題に対する改善結果を報
告する「カイゼン卒業式」が３ヵ月
ごとに行われ、その報告会に木村
氏は必ず出席し、労をねぎらい、
成果を社内SNSで全社に報告して
います。このような取り組みで、
社員のモチベーションと改善マイ
ンドを上げています。

経営者が率先してDXに取り組
み、現場のモチベーションを尊重
して実現した同社の成功事例は、
現在ICT/IoTの導入を検討してい
る企業にとって、有益なヒントが
あると思われます。

※ �サイクルタイム：一つの製品の工程開始から
完了までにかかる時間のこと

DX推進
活用事例

が、従来は10時間かかっていた作
業時間が8時間で可能になり、1
日2時間の残業時間の短縮に結び
つき、年間200万円以上の労務費
の削減になります。弊社はこうい
うカイゼンを全社的に徹底し、年
間4億円の削減を達成しました」

（木村氏）
「言わザル」の解消には、社内で

情報を共有しやすい環境が必要
でした。そこで、同社は組織内で
の情報共有の促進や伝達の仕組
みを整え、全社で情報をリアルタ
イムで共有できる社内SNSの仕
組みを構築しました。これにより、
現場の社長報告会の内容も10分
後には社内SNSに内容がアップさ
れるなど、リアルタイムでの情報
やノウハウの社内共有を実現して
います。
「このような仕組みを構築し、

経営者自身が率先してDXを経営
に活用することで、『使わザル』の
退治にも成功しました。やはり経
営者自身が変革し、率先してDX
を推進することが成功への近道
だと思います」（木村氏）

こうして 推 進 さ れ た 同 社 の
ICT/IoTを起点としたさまざまな
DXは、今では年間10億円、累計
で約40億円の利益効果を同社に
もたらしています。また、2015年
には162億円だった損益分岐点が、
2022年には133億円まで下がり、
同じ売上でも10億円の収益改善を
達成しました。

全社で改善成功例を共有し 
DXに前向きな風土を創出

3ザル退治を起点とした同社の
DXは、カーボンニュートラルの取
り組みにも活用され、ICT/IoTを
活 用した 消 費 電 力 量 の 削 減 で
CO2排出量を減らしながら利益を
生む、「儲かるカーボンニュートラ
ル」を実現しています。
「電力使用量を単純に数値化し

ても、それだけではどこに問題点
があるか分かりません。そこで、

代表取締役社長　
木村 哲也氏

【図 2：“見える化”すべきは数値ではなく問題】

サイクルタイムの遅れ、チョコ停、ドカ停の何が問題なのか分かる
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【図 1：サイクルタイムにおける「チョコ停」の寄与度】
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